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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月21日(2009.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力部と少なくとも２つの出力部との間で信号の信号電力を分割する信号スプリッタと
、
　前記少なくとも２つの出力部のうちの少なくとも一方に結合されたコントローラと、
　前記コントローラによって制御されるとともに、前記信号スプリッタに選択的に結合さ
れる回路であって、前記信号の信号伝達応答特性を変更するための前記回路と、
を備える信号チューニング装置。
【請求項２】
　前記信号の前記信号伝達応答特性が信号電力である、請求項１に記載の信号チューニン
グ装置。
【請求項３】
　前記信号の前記信号伝達応答特性が周波数応答である、請求項１に記載の信号チューニ
ング装置。
【請求項４】
　前記周波数応答が高域通過周波数応答である、請求項３に記載の信号チューニング装置
。
【請求項５】
　前記少なくとも２つの出力部のうちの第１の出力部及び前記コントローラに結合された
第１の検出器をさらに備え、前記第１の検出器が、前記第１の出力部における前記信号の
信号品質値を決定する、請求項１に記載の信号チューニング装置。
【請求項６】
　前記回路が、前記第１の検出器に応答して前記コントローラによって選択的に結合され
る、請求項５に記載の信号チューニング装置。
【請求項７】
　前記コントローラが、前記信号品質値を信号品質の所定値と比較する、請求項６に記載
の信号チューニング装置。
【請求項８】
　前記信号品質値が、信号レベル、信号対雑音比、及びビットエラー率のうちの少なくと
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も１つである、請求項６に記載の信号チューニング装置。
【請求項９】
　前記少なくとも２つの出力部のうちの第２の出力部及び前記コントローラに結合された
第２の検出器をさらに備え、前記第２の検出器が、前記第２の出力部における前記信号の
信号品質値を決定する、請求項５に記載の信号チューニング装置。
【請求項１０】
　前記回路が、前記第１の検出器及び前記第２の検出器に応答して前記コントローラによ
って選択的に結合される、請求項９に記載の信号チューニング装置。
【請求項１１】
　前記コントローラが、前記第２の出力部における前記信号の前記信号品質値を、前記第
１の出力部における前記信号の前記信号品質値及び信号品質の所定値と比較する、請求項
１０に記載の信号チューニング装置。
【請求項１２】
　前記信号スプリッタが、共通のノードにおいて接続された３つの抵抗素子を備える、請
求項１に記載の信号チューニング装置。
【請求項１３】
　前記回路が、前記共通のノードにおいて前記信号スプリッタに選択的に結合される、請
求項１２に記載の信号チューニング装置。
【請求項１４】
　前記回路が、抵抗、コンデンサ、及びインダクタのうちの少なくとも１つを備える、請
求項１に記載の信号チューニング装置。
【請求項１５】
　信号電力スプリッタによって出力される信号の信号レベルを制御する方法であって、
　第１の出力信号の第１の信号品質特性を決定するステップと、
　前記第１の信号品質特性と所定の信号品質特性閾値との比較に応答して、前記信号電力
スプリッタにおける信号伝達応答を変更するステップと、
を含む、前記方法。
【請求項１６】
　第２の出力信号の第２の信号品質特性を決定するステップと、
　前記第２の信号品質特性と所定の信号品質特性閾値との比較に応答して、前記信号電力
スプリッタにおける前記信号伝達応答を変更するステップと、
をさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１の信号品質特性の前記第２の信号品質特性との比較に応答して、前記信号電力
スプリッタにおける前記信号伝達応答を変更するステップをさらに含む、請求項１６に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記信号品質特性が、信号レベル、信号対雑音比、及びビットエラー率のうちの少なく
とも１つである、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　信号スプリッタの出力信号を使用して信号伝達特性を変化させる方法であって、
　第１の出力信号の第１の信号品質特性を決定するステップと、
　前記信号スプリッタにおける信号応答を変更するステップと、
　前記信号応答の変更に応答して、前記第１の出力信号の第２の信号品質特性を決定する
ステップと、
　前記第１の信号品質特性を、前記第２の信号品質特性及び所定の信号品質特性閾値と比
較するステップと、
を含む方法。
【請求項２０】
　信号の信号品質特性を決定する手段と、
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　前記信号品質特性と所定の信号品質特性閾値との比較に応じて、信号スプリッタにおけ
る信号伝達応答を変更する手段と、
を備える装置。
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